
登録対象 入院外来を問わず、下記の期間中、
新たに受診・診断・治療の対象となった腫瘍

期　　間 2011年（平成23年）１月～12月

※がん登録件数は、他の医療機関でも重複登録される
場合があることから、がん発生数（罹患数）とは異な
り、場合によっては両者に大きな差が生じることがあ
ります。

登録件数 515件（前年比 －3件）

その他前立腺乳肝肺大腸胃

　2011年分の院内がん登録が取りまとめられましたので、その集

計結果をご報告いたします。

　当院のがん診療の実績またはひとつの指標としてご参照ください。

　なお、院内がん登録を集計する際の取り決めとして、初めてがんと

診断、治療がなされる「初発」例と、他の施設で診断、治療後に自施

設でも診療、治療がなされた「治療後・初診後治療」例に区別されます。

　住友別子病院ニュースでは、年次の比較がしやすいように「初発」

例の集計値のみを掲載しており、国立がん研究センターがん対策情

報センターが実施する全国集計にて公表されている集計値とは合致

しておりません。

◆ 部位別がん登録件数 ◆
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院内がん登録院内がん登録 がんセンター　 越 智 恵

2011年 男女別・年齢別・がん種別 登録割合

※個人情報につきましては、法令および厚生労働省のガイドラインに
基づき適正に取り扱い、また、適切に保護、管理しています。

男 女

（個人情報保護目的にて、 4以下の件数は--と表記しております）
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◆ 地域別がん登録件数・割合 ◆
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新居浜市

西条市

四国中央市

その他
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2004年～ 2011年 がん種別・男女別・年齢分布 男 女
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人工腎臓透析室 看護師　一 色 純

　平成22年３月11日、東日本大震災が発生し多くの医療機関が多大な

被害を受けました。被災者の中には血液透析患者様もおられ、本来の治

療を継続することが困難となる事例もありました。

　当院では、将来予測されている南海沖地震に備え、透析室も昨年度よ

り防災対策の強化に取り組むこととなりました。主な内容として、透析災

害カードの作成、災害マニュアルの見直し、防災訓練の実施などを行って

おり、今年度は透析患者様に対して災害対策についての勉強会を開催しま

した。

　３月13日には初めての取り組みでもある患者様参加の防災訓練を実施

することができました。訓練終了後の反省会では活発な意見交換が行わ

れ、透析スタッフ・透析患者様共に防災意識が高まったのではないかと感

じました。

　今後はより多くの透析患者様に参加していただき、透析スタッフ一同

一丸となって防災対策に取り組んでいきたいと思います。

防災訓練実施報告

防災訓練風景

患者様搬送の様子
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